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２．命を守る、農作業安全！ 

 ４月に入り、これから本格的に農業用機械を使うこと

が増えてきます。 

 そこで今回は農作業安全についての情報提供です。 

 

（１）鳥取県での農業機械事故 

  本県では、１０年間（H15～24 年）で７９件の農

業機械による事故が起きています。 

  そのうち、死亡事故でも、トラクター（乗用・歩行

用）によるものが多いです。 

１．ご挨拶 

 こんにちは！日野農業改良普及所です。 

 第２号となった「かわら版」ですが、今回のテーマは｢農作業安全｣です。 

また、人事異動でスタッフも変わりましたので、新任職員のご紹介を裏面でしています。 

図１．農業機械による事故の内訳 

（２）事故の原因 

  乗用トラクターによる事故の原因は、移動

時・ほ場への出入り時の転倒・転落が最も多

いです。トラクターは重心が高く、転倒しや

すいものです。特性を把握して、無理な作業

や操作を行わないようにしましょう。 

 

（３）安全対策 

  ①安全キャブ・フレームの設置 

  ②ブレーキペダルの連結を確認 

  ③ほ場の進入口で危険な場所に配慮 

  ④片手運転、脇見運転をしない 

  ⑤反射ステッカーによる夜間安全対策 

 
※インターネットをお使いの方へ 

 農作業安全情報センターＨＰより、 

｢農機安全 e ラーニング｣が利用できます。 

 

 

図２．トラクターの重心位置 

図３．トラクターの転落事故イメージ 

※この｢かわら版｣は隔月発行予定です。日野農業改良普及所ＨＰよりからも閲覧出来ます。 

 



 
 
 
 

農家の皆さんに知ってほしいニュース、情報を今年も

かわら版でお届けします。 

普及所は皆さんの新しい取り組みを共に考え、応援し

ます。 

３．平成２６年度の補助事業紹介（単県事業） 

 今年度も皆様の営農活動、地域活動をサポートするための 

補助事業が準備されています。 

 事業内容や対象者などは、予め普及所や町役場等にご確認ください。 

  

（１）がんばる農家プラン支援事業 

    認定農業者等が作成するプランに対し、その実現のために必要な農業機械等の整備や

販路開拓などの取り組みに支援。 
  

（２）とっとり発！６次産業化支援事業 

    認定農業者等が自ら行う、生産・加工・販売の６次産業化や農商工連携に取り組む推

進活動や機械・施設整備を支援。 
  

（３）魅力ある中山間特産物等育成支援事業 

    中山間地域の活性化を図るため、兼業農家・定年帰農者等が取り組む魅力ある特産物

の導入や特産品の開発等に必要な経費を支援。 
   

（４）次世代につなぐ地域農業バックアップ支援事業 

    農作業受託や機械共同利用の体制づくりを行う集落等に対し、次世代への継承を円滑

に進めるため、組織化や機械施設整備、経営多角化を図るために必要な経費を支援。 
  

（５）和牛増頭対策推進事業 

    和牛増頭のための牛舎整備や堆肥舎整備、新規参入者の助成などにより支援。 
   

（６）有機・特別農産物生産技術支援事業 

    有機認定事業者や鳥取県特別栽培農産物認証事業者が、有機的管理で使用する機器購

入費を支援。 

新規就農担当 渡辺 畜産担当 米村 
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水田作物担当 石倉 

水田作物担当 金川 

普及所長 
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６次産業化担当 木下 

花卉担当 福本（広域） 

果樹担当 高濱（広域） 


